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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、創薬の非臨床段階におけるヒト腸管薬物代謝についてラットやSIAモデルを用いて予測できる方
法を確立した研究である。薬物動態は作用部位における薬物濃度を支配しており、薬物の有効性および安全性
と密接に関係している。そのため、臨床試験に導入する化合物を選択する非臨床段階で、医薬品候補化合物の
ヒトの薬物動態の予測を見誤ることにより、ヒトで期待した有効性や安全性が確認されず、医薬品開発が中止
に追い込まれる場合もある。そこで本研究では、経験的なアプローチとして、ラットからCYP3A基質のヒトの
腸管代謝を定性的に予測することが可能であること、また理論的なアプローチとして、膜透過性が良好な化合
物においては、SIAモデルを用いてヒトの腸管代謝を定量的に予測することが可能であることを見出した。 
以上の成果により、創薬の非臨床段階におけるヒト腸管薬物代謝予測法の開発を通じて、医薬品開発の臨床
予測性を向上させ、医薬品開発の成功確立の向上に貢献するものと期待される。したがって、本研究成果は創
薬研究における薬物代謝予測法に関する研究の発展に大いに寄与するものと思われる。 
 
 
平成27年 1月 23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
